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声に、確かに近づく春を感じました。
（２月24日撮影）

　

２
月
11
日
、胎
児
性
水
俣
病
患
者

ら
で
つ
く
る「
若
か
っ
た
患
者
の
会
」と

「
石
川
さ
ゆ
り
コ
ン
サ
ー
ト
等
実
行

員
会
」は
、石
川
さ
ゆ
り
コ
ン
サ
ー
ト

を
市
文
化
会
館
で
39
年
ぶ
り
に
開
催

し
ま
し
た
。

　

39
年
前
、当
時
20
歳
代
だ
っ
た
胎

児
生
患
者
ら
は
自
分
た
ち
で
も
何
か

を
し
よ
う
と
、熊
本
出
身
で
同
世
代

の
石
川
さ
ゆ
り
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
企
画
・
開
催
し
ま
し
た
。

　

も
う
一
度
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

て
あ
の
頃
の
元
気
を
取
り
戻
そ
う
と

約
２
年
前
か
ら
計
画
。メ
ン
バ
ー
自
ら

が
事
業
所
に
出
向
い
て
資
金
援
助
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
、昼
夜
２
回
の
公
演
。

ほ
ぼ
満
員
の
会
場
で
、石
川
さ
ん
の

代
表
曲『
津
軽
海
峡
・
冬
景
色
』の
イ
ン

ト
ロ
が
流
れ
る
と
拍
手
と
声
援
が
あ

が
り
ま
し
た
。観
客
席
で
聞
い
て
い
た

メ
ン
バ
ー
は
、達
成
感
に
浸
っ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。　

　

昭
和
53
年
、20
歳
代
に
な
っ
た
ば
か

り
の
私
た
ち
は「
若
い
患
者
の
会
」を
つ

く
り
、が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
。今
日
再

び
、皆
さ
ん
に
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
こ

と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
い
る
仲
間
は
、年
を
取
っ
て

体
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
く
な
り
ま

し
た
。こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
親
や

家
族
を
失
っ
た
仲
間
も
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、こ
れ
か
ら
の
生
活
に
大

き
な
不
安
を
抱
え
て
生
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
多
く
の
人
に
助
け
ら
れ
て
今

日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
の
人
生
は
続

き
ま
す
。石
川
さ
ん
の
歌
、そ
し
て
力

を
貸
し
て
く
れ
る
皆
さ
ん
の
思
い
が
私

た
ち
の
こ
れ
か
ら
を
生
き
る
力
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

１

会長　滝下昌文さん

「
若
か
っ
た
患
者
の
会
」会
長
あ
い

さ
つ（
要
約
）

コンサートまでのあゆみ

平成22年3月
　ドキュメンタリー映画『わが街わ
が青春』 を国立水俣病情報センター
で上映。石川さゆりさんが駆け付け、
メンバーと再会。

平成26年11月
　患者らから「もう一度、石川さゆり
さんのコンサートをやりたい」と声が
あがる。

平成27年１月
　「若かった患者の会」発足。
4月　
　石川さんへ手紙を送る。
6月
　コンサートへの協力の呼びかけや
周知のため映画『わが街わが青春』上
映会をもやい館で開催。
9月　
　博多座（福岡市）で公演中の石川さ
んをメンバーの２人が訪ねる。
11月～　
　市内の各イベントで「うばんげか」
Tシャツ、缶バッジなどを販売し、コ
ンサートの資金を集める。

平成28年3月
　「石川さゆりコンサート等実行委員
会」12団体で発足。
12月
　『わが街わが青春』上映会をくまも
と県民交流館パレア（熊本市）で開催。

平成29年２月11日
　「石川さゆりコンサート」開催（昼
夜２回公演）

1_ オープニングのあい
さつに登場した「若かっ
た患者の会」のメンバー
たち　2_ 開演を待つ
観客　3_ 花束のお礼に
石川さゆりさんからイチ
ロー選手が練習で実際
に使ったバットをサプラ
イズプレゼント　4_ 観
客を見送る金子雄二さ
ん　
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石
川
さ
ゆ
り
さ
ん
、
胎
児
性
患
者
ら
の

夢
を
か
な
え
る
ス
テ
ー
ジ
で
熱
唱
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水俣産を飲んで、食べて地域を元気に！
水俣産焼酎を飲もうかい設立総会

1/20

水俣病の教訓を自分の地域でどう生かすか
中学生九州サミット in みなまた

12/22
～25

　

「
水
俣
産
焼
酎
を
飲
も
う
会
」
が

会
員
70
人
で
発
足
し
、
設
立
総
会
が

も
や
い
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
水
俣
産
焼
酎
「
水
俣
あ
か

り
」
な
ど
水
俣
地
元
産
を
飲
ん
で
食

べ
て
応
援
す
る
団
体
で
す
。
会
長
に

久
木
野
愛
林
館
館
長
の
沢
畑
亨
さ
ん

を
選
出
。
沢
畑
さ
ん
は
あ
い
さ
つ
で

「
市
民
参
加
で
カ
ラ
イ
モ
を
育
て
、

遊
休
農
地
を
有
効
活
用
し
て
い
く
た

め
に
も
、
水
俣
あ
か
り
を
飲
ん
で
い

た
だ
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。　

　

総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
会
員
た

ち
は
料
理
と
「
水
俣
あ
か
り
」
を
味

わ
い
ま
し
た
。

　

福
島
県
と
水
俣
市
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係

者
で
つ
く
る
福
島
・
水
俣
教
育
交
流

実
行
委
員
会
は
「
中
学
生
九
州
サ
ミ

ッ
ト in 

み
な
ま
た
」
を
行
い
、
福

島
県
、
九
州
各
県
の
中
学
生
約
90
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
偏
見
、

差
別
、
風
評
被
害
な
ど
を
経
験
し
た

水
俣
で
学
ぶ
こ
と
で
、
生
徒
の
地
域

が
抱
え
る
課
題
を
考
え
、
具
体
的
な

解
決
方
法
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

　

生
徒
た
ち
は
、
水
俣
病
慰
霊
の
碑

に
水
俣
病
の
犠
牲
者
へ
の
黙
と
う
を

捧
げ
た
後
、
水
俣
病
資
料
館
で
、
水

俣
病
の
発
生
か
ら
疲
弊
し
た
地
域
の

再
生
ま
で
を
学
び
ま
し
た
。

素敵な音楽で一年をスタート
水俣演奏家協会新春コンサート

　

水
俣
演
奏
家
協
会
は
、
水
俣

の
正
月
を
盛
り
上
げ
る
新
春
コ
ン

サ
ー
ト
を
も
や
い
館
で
行
い
ま
し

た
。
今
年
で
17
回
目
で
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
14
人
の
演

奏
家
が
出
演
。
１
曲
目
の
ヨ
ハ
ン
・

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
２
世
の
喜
歌
劇『
こ

う
も
り
』
序
曲
の
優
雅
で
軽
快
な

ウ
ィ
ン
ナ
ワ
ル
ツ
が
演
奏
さ
れ
る

と
、
会
場
が
和
や
か
な
雰
囲
気
に

な
り
ま
し
た
。

　

約
１
０
０
人
の
聴
衆
は
、
ホ
ル

ス
ト
や
山
田
耕
筰
な
ど
の
12
曲
に

聴
き
入
り
、
大
き
な
拍
手
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

公害の未然の防止を水俣に学ぶ
「海外行政担当者等招

しょうへい

聘研修」
　

水
俣
病
の
経
験
か
ら
得
た
教

訓
を
国
内
外
へ
伝
え
る
た
め
環
境

省
は
、
海
外
の
環
境
に
関
わ
る
行

政
担
当
者
の
研
修
を
市
内
で
実
施
。

水
銀
に
よ
る
環
境
汚
染
な
ど
に
課

題
を
抱
え
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
な
ど
東
・
東
南
ア
ジ
ア
８

カ
国
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
生
は
、
国
立
水
俣
病
情
報

セ
ン
タ
ー
、
水
俣
病
資
料
館
を
見

学
。
資
料
館
の
講
話
で
、
語
り
部

の
上
野
エ
イ
子
さ
ん
が
水
俣
病
で

亡
く
な
っ
た
夫
の
話
を
涙
な
が
ら

に
語
る
と
、
研
修
生
は
真
剣
に
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

子どもの頃から食の大切さを伝えて
水俣市学校給食フォーラム

　

全
国
学
校
給
食
週
間
期
間
中

の
１
月
27
日
、水
俣
市
学
校
給
食

会
と
水
俣
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

は
、市
公
民
館
で「
水
俣
市
学
校

給
食
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
、約

１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

宇
城
市
在
住
で「
食
と
農
の
体

験
塾
」塾
長
の
宮
田
研
蔵
さ
ん
が

講
演
。自
身
が
運
営
す
る
施
設
で

食
べ
物
づ
く
り
を
五
感
を
使
っ
て

体
験
す
る
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を

話
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、小
中
学
生
の
給
食

に
関
す
る
習
字
や
各
学
校
の
食
育

の
取
り
組
み
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

１/27

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
式
が

秋
葉
会
館
で
行
わ
れ
、
西
田
市
長
と

勝
井
省
二
自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力

本
部
長
が
、
５
人
の
相
談
員
へ
委
嘱

状
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

相
談
員
は
、
自
衛
隊
へ
就
職
を
希

望
す
る
人
に
任
務
の
内
容
な
ど
の
情

報
提
供
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
員
の
氏
名
と
担
当
校
区
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◯
水
俣
一
中　

橋
本
道
雄
さ
ん
、
松

本
博
幸
さ
ん

◯
水
俣
第
二
中　

船
田
勝
彦
さ
ん

◯
袋
中　

福
田
斉
さ
ん

◯
緑
東
中　

南
周
三
さ
ん

1/4

2/1

1/23
自衛隊への就職相談承ります

自衛官募集相談員委嘱式

▲「食べる人の気持ちで食材をつくる」と話す宮田さん

　

家
庭
で
気
軽
に
み
そ
を
作
っ
て

も
ら
お
う
と
「
味
噌
作
り
体
験

会
」
が
、
水
俣
エ
コ
ハ
ウ
ス
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
市
内
で
こ
う
じ
屋
を

営
む
緒
方
健
一
郎
さ
ん
。
参
加
者

は
、
米
こ
う
じ
と
麦
こ
う
じ
の
違

い
な
ど
説
明
を
受
け
た
後
作
り
始

め
ま
し
た
。
１
時
間
ほ
ど
で
、
約

２
キ
ロ
の
み
そ
が
で
き
あ
が
り
、

参
加
者
は
空
気
が
入
ら
な
い
よ
う

容
器
に
丁
寧
に
詰
め
て
い
ま
し
た
。

緒
方
さ
ん
は
「
み
そ
を
熟
成
さ
せ

る
た
め
に
は
、
気
温
が
低
い
冬
場

が
良
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲（前列左から）福田さん、南さん、勝井本部長、西田市長、
船田さん、橋本さん。松本さんは当日欠席。

環境省職員、公害の原点の地で学ぶ
環境調査研修所水俣研修事業事務局開所式

おいしいみそができるかな？
水俣エコハウス「味

み そ

噌作り体験会」
１/28

　

環
境
省
は
水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア

で
、
環
境
調
査
研
修
所
水
俣
研
修
事

業
事
務
局
（
通
称
・
環
境
調
査
研
修

所
水
俣
サ
テ
ラ
イ
ト
）
の
開
所
式
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
３
月
、

国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

本
部
」
が
取
り
ま
と
め
た
「
政
府
関

係
機
関
移
転
基
本
方
針
」
に
よ
り
実

施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

開
所
式
後
に
は
真
新
し
い
看
板
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
早
速
、
今
年
度

の
研
修
が
３
日
間
の
日
程
で
実
施
さ

れ
、
環
境
省
の
職
員
35
人
が
市
の
環

境
行
政
の
取
り
組
み
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。

▲水俣病資料館職員から水俣病の説明を受ける研修生たち▲開所式典後、関係者による除幕式が行われました。 ▲講師の指導を真剣に聴く参加者。 ▲会の会則を発表。なんと会則は３つだけ。

１/16
～18



◆
準
中
型
免
許
と
は
？

○
18
歳
か
ら
取
得
で
き
ま
す

○
普
通
免
許
を
持
っ
て
い
な
く

　

て
も
取
得
で
き
ま
す

○
車
両
総
重
量
７
・
５
ト
ン
未

　

満
、
最
大
積
載
量
４
・
５
ト

　

ン
未
満
の
自
動
車
を
運
転
で

　

き
ま
す

○
普
通
自
動
車
も
運
転
で
き

　

ま
す

◆
普
通
免
許
は
ど
う
な
る
の
？

　

車
両
区
分
の
新
設
に
伴
い
、

普
通
免
許
で
運
転
で
き
る
自

動
車
は
、
車
両
総
重
量
３
・
５

ト
ン
未
満
、
最
大
積
載
量
２
ト

ン
未
満
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

す
で
に
普
通
免
許
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
引
き
続
き
車
両

総
重
量
５
ト
ン
未
満
の
自
動
車

を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
な
ぜ
変
更
さ
れ
る
の
？

　

準
中
型
自
動
車
に
は
、
平

ボ
デ
ィ
や
バ
ン
型
の
小
型
ト
ラ

ッ
ク
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
運

送
業
や
建
設
業
な
ど
で
広
く

使
用
さ
れ
て
い
る
車
両
で
す
。

　

準
中
型
免
許
の
取
得
年
齢

を
18
歳
か
ら
と
す
る
こ
と
で
、

就
職
し
よ
う
と
す
る
若
者
の
選

択
肢
が
広
が
る
こ
と
が
期
待

で
き
ま
す
。

◆
新
設「
臨
時
認
知
機
能
検

査
」、「
臨
時
高
齢
者
講
習
」

○
臨
時
認
知
機
能
検
査
と
は
？

　

75
歳
以
上
の
運
転
者
が
、
認

　

知
機
能
が
低
下
し
た
時
に

　

起
こ
し
や
す
い
違
反
行
為（
信

　

号
無
視
、一
時
不
停
止
な
ど
）

　

を
し
た
時
は
、
新
設
さ
れ
た

　
「
臨
時
認
知
機
能
検
査
」
を

　

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
臨
時
高
齢
者
講
習
と
は
？

　

臨
時
認
知
機
能
検
査
を
受

　

け
、
認
知
機
能
の
低
下
が

　

運
転
に
影
響
す
る
お
そ
れ
が

　

あ
る
と
判
断
さ
れ
た
高
齢

　

者
は
、
新
設
さ
れ
た
「
臨
時

　

高
齢
者
講
習
」（
個
別
指
導

　

と
実
車
指
導
）
を
受
け
な
け

　

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
臨
時
適
性
検
査（
医
師
の

診
断
）制
度
の
見
直
し

　

75
歳
以
上
の
運
転
者
の
免

許
更
新
時
の
認
知
機
能
検
査

や
、
臨
時
認
知
機
能
検
査
で

「
認
知
症
の
お
そ
れ
が
あ
る
」

と
判
定
さ
れ
た
人
は
、
臨
時

適
性
検
査
を
受
け
る
か
、
医

師
の
診
断
書
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

医
師
の
診
断
の
結
果
、
認

知
症
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、

運
転
免
許
の
取
り
消
し
な
ど
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
運
転
免
許
更
新
時
の
高
齢

者
講
習
の
見
直
し

　

高
齢
者
講
習
は
、
75
歳
未

満
の
人
や
、
認
知
機
能
検
査

で
認
知
機
能
の
低
下
の
お
そ
れ

が
な
い
と
判
定
さ
れ
た
人
に
対

し
て
は
２
時
間
の
講
習
を
行
い

ま
す
。
そ
の
他
の
人
は
、
個
別

指
導
を
含
む
３
時
間
の
講
習

で
す
。（
図
２
）

●　

●　

●　

●　

●　

●

運
転
免
許
を
返
納
し
た
人
に

公
共
交
通
の
回
数
券
を
交
付

　

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

し
た
人
に
、
市
が
公
共
交
通

機
関
の
回
数
券
を
交
付
し
ま
す
。

■
手
続
き　

警
察
署
な
ど
で

運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
後

に
、
市
総
務
課
（
市
役
所
仮
庁

舎
２
階
）
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
返
納
手
続
き
か
ら
１
年

以
内
に
手
続
き
が
必
要
で
、
１

回
限
り
の
交
付
で
す
。

■
対
象　

平
成
28
年
４
月
１

日
以
降
に
運
転
免
許
証
を
自

主
返
納
し
た
人
（
年
齢
不
問
）

で
、
返
納
時
に
水
俣
市
に
住

所
が
あ
る
人

※
免
許
の
失
効
や
取
り
消
し
は

対
象
外

■
申
請
に
必
要
な
も
の　

印

鑑
、「
運
転
免
許
取
消
通
知
書
」

ま
た
は
「
運
転
経
歴
証
明
書
」

※
代
理
申
請
は
で
き
ま
せ
ん

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
☎

61
・
１
６
０
７

５トン未満
３トン未満

11トン未満
6.5トン未満

11トン未満
6.5トン未満

車両総重量
最大積載量

普通自動車
普通免許
18歳以上

改
正
前

改
正
後

中型自動車
中型免許
20歳以上
※普通免許など
　保有歴２年が必要

普通自動車
普通免許
18歳以上

7.5トン未満
4.5トン未満

3.5トン未満
２トン未満

車両総重量
最大積載量

準中型自動車
準中型免許
18歳以上

（図１）改正による車両区分の変化

改
正
点
①

「
準
中
型
免
許
」の
新
設

改
正
点
②

高
齢
運
転
者
に
対
す
る

認
知
機
能
検
査
な
ど
強
化

（図２）高齢者が免許証を更新する際の流れ

区分
免許
取得
年齢

区分
免許
取得
年齢

中型自動車
中型免許
20歳以上
※普通免許など
　保有歴２年が必要

大型自動車
大型免許
21歳以上
※普通免許など
　保有歴３年が必要

大型自動車
大型免許
21歳以上
※普通免許など
　保有歴３年が必要

新設

改正道路交通法が施行されます
３月12日に

■問い合わせ　水俣警察署☎ 62-0110

75歳以上

認知機能検査

臨時適性検査 または
診断書提出命令

３時間の講習 ２時間の講習

認知症のおそれ 認知能力の
低下のおそれ

75歳未満

認知能力の
低下のおそれなし

見直し

見直し

改正道路交通法施行
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　前回の「グラウンドホッ
グの日」に続いて、今回
も日本であまり知られて
いないお祝いの日「セン
ト・パトリックの祝日」を
紹介します。

　セント・パトリック（聖
パトリック）は、アイルラ
ンドにキリスト教を広め
た５世紀の司教です。ア
イルランドで最も愛され
ている聖人で、その命日
である３月17日をセント・

パトリックの祝日として、国を挙げてお
祝いします。

　アイルランドで19世紀に起きた「ジャ
ガイモ飢

きき ん

饉」のとき、200万人以上のア
イルランド人が世界の各地へ移住しまし
た。そのため、アイルランド系の人がた
くさん暮らしている国でも、セント・パ
トリックの祝日が祝われています。例え
ばアメリカでは、特に移民が多いボスト
ンやシカゴのイベントが有名です。最近
では日本でも、各地でイベントが行われ
ています。
　セント・パトリックの祝日は、もとも

と宗教的な日でした。アイルランドでは
現在もこの日にミサを行いますが、アメ
リカでは宗教的な意味が薄れ、アイルラ
ンド系の人が祖先を誇りに思いながら楽
しく過ごす日になっています。

　気候が穏やかで一年を通して牧草な
どの緑が豊かなアイルランドは、別名「エ
メラルドの島」とも呼ばれています。こ
のことにちなんで、セント・パトリック
の祝日には、周りのものすべてを緑色に
染めます。街中が緑で飾られ、ビール
が緑色に染められ、パレードの観客の
帽子やネックレスも緑でそろえられます。
子どもたちの間では、緑色の服を身につ
けていない人の腕をつねる遊びがあるぐ
らいです。中でも刺激的なのは、緑色
に染められたシカゴ川です！

　今年の３月18日には、セント・パト
リックのパレードが熊本市で行われます。
興味がある人は、緑色を身につけてセン
ト・パトリックの祝日を祝いましょう！

「
水
俣
市
消
防
点
検
」に
向
け
て

市
消
防
団
が
訓
練
を
行
い
ま
す

　

４
月
23
日
㈰
に
開
催
す
る
「
水

俣
市
消
防
点
検
」
に
向
け
て
、
水

俣
市
消
防
団
が
夜
間
に
訓
練
を

行
い
ま
す
。
周
辺
の
皆
さ
ん
に
は
、

号
令
や
音
楽
隊
の
ド
リ
ル
演
奏

な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
訓
練
日
時　

３
月
１
日
㈬
〜
４

月
22
日
㈯　

18
時
〜
21
時

※
４
月
16
日
㈰
、
22
日
㈯
を
除
く

土
日
は
訓
練
を
行
い
ま
せ
ん
。
４

月
16
日
㈰
の
訓
練
は
９
時
〜
12
時
。

■
場
所

○
４
月
７
日
㈮
ま
で　

旧
第
三
中

　

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

○
４
月
10
日
㈪
、
19
日
㈬
〜
22
日
㈯

　

浜
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
防
災

課
☎
61
・
１
６
０
４

選
挙
人
名
簿
の
新
規
登
録

内
容
が
縦
覧
で
き
ま
す

　

平
成
29
年
３
月
１
日
現
在
で
選

挙
人
名
簿
に
新
規
登
録
し
た
人
の

氏
名
な
ど
を
記
載
し
た
書
面
が
縦

覧
で
き
ま
す
。

　

選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
、
３
月
、

６
月
、
９
月
、
12
月
の
年
４
回
と

選
挙
が
あ
る
と
き
に
行
っ
て
い
ま

す
。

■
新
規
登
録
対
象　

今
回
新
規
に

登
録
さ
れ
た
の
は
、
次
に
当
て
は

ま
る
人
で
す
。

①
前
回
登
録
後
３
月
１
日
ま
で
に

　

18
歳
に
な
っ
た
人
（
平
成
10
年

　

12
月
３
日
か
ら
平
成
11
年
３
月

　

２
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

②
転
入
届
を
し
て
、
引
き
続
き
３

　

カ
月
以
上
水
俣
市
に
住
所
が
あ

　

る
人
、
ま
た
は
前
回
登
録
後
12

　

月
１
日
ま
で
に
住
民
票
が
作
成

　

さ
れ
た
人

■
縦
覧
期
間　

３
月
３
日
㈮
〜
７

日
㈫　

８
時
30
分
〜
17
時

■
縦
覧
場
所　

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

※
土
・
日
は
市
当
直
室

■
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
☎
61
・
１
６
４
１

市役所から
お知らせです

nformationＩ

ーVol.19ー

「gezellig」（ヘゼリフ）は、「和やかでいい感じ」という意味のオランダ語です。

エリカの
題字／エリカ

ヘゼリフ

仮
庁
舎
周
辺
の
駐
車
場

一
小
横
も
利
用
で
き
ま
す

　

第
一
小
学
校
横
の
駐
車
場
の
整

備
が
終
わ
り
、
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

仮
庁
舎
前
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

な
ど
の
専
用
駐
車
場
と
な
り
ま
す
。

　

旧
庁
舎
前
の
駐
車
場
は
、
当
面

の
間
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
利
用
で

き
ま
す
。
歩
行
者
に
注
意
し
な
が

ら
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
駐
車
場
の
位
置
と
台
数　

番
号

は
下
図
と
対
応
し
て
い
ま
す
。

①
42
台

②
３
台
（
お
年
寄
り
や
身
体
の
不

自
由
な
人
な
ど
専
用
）

③
21
台

④
11
台

⑤
58
台

⑥
59
台

■
問
い
合
わ
せ

財
政
課
☎
61
・

１
６
５
２

　前回の
グの日」
も日本で
いないお
ト・パト
紹介しま

　セント
パトリッ
ンドにキ
た５世紀
イルラン
ている聖
である３

仮
庁
舎

仮
庁
舎

防災行政無線の内容が聞き取れないときは、
☎６２-６２２２で内容確認できます（火災は☎６３-６６６６）

も
や
い
館

②
３台

■仮庁舎と駐車場の位置

水俣川

旧庁舎

水
俣
一
小

仮
庁
舎

至
芦
北

③
21台

④
11
台

⑤
58台

①
42台 ⑥

59台

至
出
水

国
道
３
号

消
防
団

消
防
団

お
年
寄
り
や
身
体
の

不
自
由
な
人
な
ど
の

専
用
駐
車
場
で
す
。

歩行者に注意してくだ
さい。特に小学生など
の登下校の時間帯は注
意が必要です。

舗装など整備が完了
し、利用できるように
なりました。

▼市役所仮庁舎

選
挙
選
挙
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市役所から
お知らせです

受
け
忘
れ
が
な
い
か
確
認
を
！

「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」

　

３
月
１
日
〜
７
日
は
「
子
ど
も

予
防
接
種
週
間
」
で
す
。
受
け
て

い
な
い
予
防
接
種
が
あ
れ
ば
、
早

め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。
接
種
の
履

歴
は
母
子
手
帳
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

予
防
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、

下
表
の
医
療
機
関
に
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

　
「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」
は
、

子
ど
も
の
予
防
接
種
へ
の
関
心
を

高
め
、
接
種
率
の
向
上
を
図
る
た

め
に
、
予
防
接
種
の
勧
奨
、
啓
発

を
行
う
期
間
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
保
健
セ
ン
タ

ー
☎
62
・
３
０
２
８

手
話
も「
言
語
」の
ひ
と
つ
！

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　

意
思
疎
通
に
必
要
な
、
初
歩
的

な
手
話
通
訳
技
能
の
講
座
で
す
。

　

手
話
通
訳
者
が
増
え
る
こ
と
は
、

地
域
の
聴
覚
障
が
い
者
の
福
祉
発

展
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
日
時　

毎
週
月
曜　

19
時
〜
21
時

○
入
門
課
程
（
18
回
）

　

４
月
10
日
㈪
〜
８
月
14
日
㈪

○
基
礎
課
程
（
28
回
）

　

８
月
28
日
㈪
〜
平
成
30
年
３
月

　

26
日
㈪

■
場
所　

市
公
民
館
本
館

■
受
講
資
格　

高
等
学
校
卒
業
以

上
の
学
力
が
あ
り
、
手
話
通
訳
活

動
が
で
き
る
人

■
受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
７
千
円
程

度
が
必
要
で
す

■
申
し
込
み
方
法　

福
祉
課
10
番

窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

３
月
31
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
☎
61
・

１
６
５
０

健
康
健
康

医療機関 電話番号 四種
混合

二種
混合

不活化
ポリオ

麻しん
風しん
混合

日本
脳炎 ヒブ 肺炎

球菌 ＢＣＧ 水痘 Ｂ型
肝炎

てらさきクリニック 63-1200 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

谷山医院 63-2557 ○ ○ ○ ○

深水医院 63-6390 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本田レディースクリニック
（ネット予約もできます） 63-2019 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市川内科クリニック 62-0707 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宮竹小児科医院 69-3501 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

たなか耳鼻科・眼科クリニック 62-8777 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総合医療センター（小児科） 63-2101 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山田クリニック 63-5188 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（表）予防接種実施医療機関

福
祉
福
祉

６
５
０

「
原
状
回
復
ト
ラ
ブ
ル
」に
注
意
！

　

春
は
進
学
、
就
職
、
転
勤
な
ど
で

引
っ
越
し
が
多
い
季
節
。
賃
貸
住
宅

を
退
去
す
る
際
の
原
状
回
復
に
つ
い

て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

★
原
状
回
復
と
は

　

借
り
た
人
の
故
意
・
不
注
意
や
管

理
不
足
な
ど
で
生
じ
た
損
耗
に
よ
っ

て
減
少
し
た
部
屋
の
価
値
を
元
に
戻

す
こ
と
。
入
居
時
と
全
く
同
じ
状
態

に
戻
す
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
女
性
特
有
の
が
ん
」の
お
話

♥「
子
宮
頸
が
ん
」と
は
？

　

20
歳
〜
30
歳
代
の
若
い
人
に
最
も

多
い
、女
性
特
有
の
が
ん
の
ひ
と
つ
で

す
。発
症
に
は
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ

ル
ス（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）の
感
染
が
関
連
し
て

い
ま
す
。

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
、約
80
％
の
女
性
が
生

涯
の
う
ち
一
度
は
感
染
す
る
、ご
く

あ
り
ふ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
。免
疫
の
働

き
な
ど
で
自
然
に
治
る
人
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。し
か
し
、一
部
の
人
は
持
続

感
染
し
、が
ん
に
進
行
し
ま
す
。初
期

に
は
自
覚
症
状
が
な
く
、進
行
す
る

と
出
血
や
下
腹
部
の
痛
み
な
ど
が
現

れ
ま
す
。Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
主
な
感
染
経
路

は
性
交
渉
で
す
。

♥「
乳
が
ん
」と
は
？

　

近
年
増
え
て
い
て
、女
性
に
と
っ

て
非
常
に
罹
患
率
の
高
い
病
気
で
す
。

特
に
40
歳
〜
50
歳
代
に
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

乳
が
ん
の
約
90
％
は
、乳
管
か
ら

発
生
す
る「
乳
管
が
ん
」と
呼
ば
れ
る

も
の
。代
表
的
な
症
状
は
、し
こ
り
で

す
。他
に
も
、皮
膚
が
え
く
ぼ
の
よ
う

に
く
ぼ
む
、赤
く
腫
れ
る
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

♥
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

子
宮
頸
が
ん
検
診
で
は
、が
ん
に

な
る
前
の
状
態
や
、ご
く
初
期
の
が

ん
を
高
精
度
に
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。こ
の
段
階
で
治
療
す
れ
ば
、

妊
娠
や
出
産
も
で
き
ま
す
。乳
が
ん

も
、医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、し
こ

り
を
自
覚
す
る
前
の
段
階
で
発
見
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。早
期

発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
も
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

♥
生
活
習
慣
を
見
直
そ
う

　

子
宮
頸
が
ん
や
乳
が
ん
の
予
防
に

効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
、

た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
・
吸
わ
せ
な
い
、

過
度
の
飲
酒
を
し
な
い
、適
度
な
運

動
、適
切
な
体
重
維
持
な
ど
、日
常
の

生
活
習
慣
に
関
わ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、Ｈ
Ｐ
Ｖ
予
防
の
た
め
に
コ

ン
ド
ー
ム
を
使
用
す
る
こ
と
も
大
切

で
す
。

♥12

    水俣市消費生活センターです

   

♥
問
い
合
わ
せ　

水
俣
市
保
健
セ
ン
タ

ー
☎
62
・
３
０
２
８

ー こころとカラダのお話 ー
春、新生活が始まる人も多いのでは？ 気
持ちを引き締めて元気に過ごしましょう☆
今月も【ここ♥カラ】お届けします。

    

こ
ん
に
ち
は
！

け
い

【
事
例
】

　

賃
貸
ア
パ
ー
ト
を
退
去
す
る
と
き
、

立
ち
会
っ
た
が
何
も
指
摘
さ
れ
な
か

っ
た
の
で
敷
金
で
精
算
で
き
る
と
思

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
の
交
換
、畳
・

ク
ロ
ス
の
張
り
替
え
、
ハ
ウ
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
代
金
と
し
て
数
十

万
円
を
請
求
さ
れ
た
。

（
表
）
原
状
回
復
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
一
部
）

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
市
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
☎
61
・
１
３
３
３

●　●　●　●　●　●　●　●

●
退
去
す
る
時
は
、
貸
主
、
管
理

　
会
社
、
仲
介
業
者
の
立
ち
会
い

　
の
下
で
確
認
し
、
汚
れ
や
傷
な

　
ど
の
写
真
を
撮
っ
て
記
録
し
て

　
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
契
約
書
の
内
容
、
特
約
条
項
な

　
ど
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
原
状
回
復
費
用
の
内
容
に
つ
い

　
て
貸
主
に
説
明
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

●
ト
ラ
ブ
ル
解
決
に
は
、
国
土
交

　
通
省
の
「
原
状
回
復
を
め
ぐ
る

　
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」が

　
参
考
に
な
り
ま
す
。（
下
表
）

ア
ド
バ
イ
ス

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

畳の裏返し、表替え

飲食物をこぼしてできたシミ・カビ
（こぼした後の手入れ不足などの場合）

家具による床・カーペットのへこみ、跡

壁などの画びょう、ピンの穴

重量物をかけるために空けた釘穴・ネジ穴

台所の油汚れやすす
（掃除や手入れを怠って汚損が生じた場合）

専門業者によるハウスクリーニング
（借りた人が通常の清掃をしている場合）

負担義務
貸主 借りた人

○

○

○

○

○

○

○
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水
俣
の
春
の
風
物
詩

水
俣
川
の「
こ
い
の
ぼ
り
」

★
譲
っ
て
く
だ
さ
い
！ 

眠
っ
て

い
る
こ
い
の
ぼ
り

　

使
わ
な
く
な
っ
て
眠
っ
て
い
る

こ
い
の
ぼ
り
を
、
再
び
大
空
に
泳

が
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
引
き
取
り
に
行
き
ま
す
。

★
子
ど
も
の
名
前
、
名
旗
で

揚
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
対
象　

平
成
26
年
４
月
１
日

〜
平
成
29
年
３
月
20
日
生
ま
れ
の
、

水
俣
市
に
住
ん
で
い
る
子
ど
も

■
定
員　

先
着
30
人

■
応
募
締
切
日　

３
月
20
日
㈪

■
申
し
込
み
方
法　

保
護
者
の
氏

名
、
子
ど
も
の
名
前
、
連
絡
先
を

明
記
し
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル
で

　

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
（
一
社
）
水
俣
青

年
会
議
所
☎
62
・
２
８
９
０
（
㈪
、

㈬
、
㈮
の
10
時
〜
13
時
）
／
FAX 

62
・
４
１
４
０
／
メ
ー
ル info@

m
inam

atajc.jp
Ｊジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊
・

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

開
発
途
上
国
で
技
術
協
力
や
人

材
育
成
を
行
う
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

あ
な
た
の
技
術
や
経
験
を
、
世

界
で
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
募
集
期
間　

３
月
31
日
㈮
〜
５

月
10
日
㈬

■
応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
持
っ

て
い
る
、
20
歳
〜
69
歳
の
人

■
募
集
分
野　

農
林
水
産
、保
険
・

医
療
、
公
共
・
公
益
事
業 

な
ど

■
派
遣
国　

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、

中
南
米
、
大
洋
州
、
中
東
地
域
の

約
70
カ
国

■
派
遣
期
間　

１
年
間
、
２
年
間

★「
体
験
談
＆
説
明
会
」
で
第

一
歩
を
踏
み
出
そ
う

　

事
業
の
説
明
や
、
経
験
者
の
体

験
談
・
活
動
紹
介
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

九
州
各
県
で
開
催
し
ま
す
。
ど

の
会
場
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
場
所（
熊
本
会
場
）　

熊
本
市

国
際
交
流
会
館

■
日
時

①
３
月
29
日
㈬　

19
時
〜

◎税務課
　市民税係☎ 61 ｰ 1610
　収納対策室☎ 61 ｰ 1630
　固定資産税係☎ 61 ｰ 1620
◎市民課　
　戸籍住民係☎ 61 ｰ 1611
　年金医療保険係☎ 61 ｰ 1633
　市民生活係☎ 61 ｰ 1656
◎福祉課
　生活支援室（総務）☎ 61 ｰ 1640
　　　　　　  （生活支援）☎ 61 ｰ 1670
　子ども子育て支援室☎ 61 ｰ 1660
　障がい福祉支援係☎ 61 ｰ 1650
◎環境課
　環境政策室☎ 61 ｰ 1612
　環境衛生係☎ 61 ｰ 1613
　水俣病・もやい推進係☎ 61 ｰ 1647
　環境クリーンセンター☎ 62 ｰ 4101
◎健康高齢課☎ 63 ｰ 3202
◎都市計画課建築住宅係☎ 61 ｰ 1621
◎土木課道路維持係☎ 61 ｰ 1625
◎下水道課☎ 61 ｰ 1627
◎水道局☎ 63 ｰ 2604
◎教育総務課☎ 61 ｰ 1637
※その他の窓口は☎ 63 ｰ 1111へ
　お尋ねください。
※庁舎の移転に伴う電話番号の
　変更はありません。

暮
ら
し
の

　

  
情
報

高校生のとき、国語の授業で沢山
の本を読んだ。おかげで、多くの
作家や作品を知った。同作も、そ
の頃に出合った中の１つ。
ジャズのトランペットを吹いている
主人公の青年が、自分の演奏に魂
を込めるために、ヨーロッパへと
旅に出る冒険物語。読み返すたび
に、初めて読んだときの熱くワクワ
クした気持ちがよみがえって、自分の気持ちが若く
なった。この本を読んで、夢や目標を持つことは生
きる力になると思った。
現代とは時代背景が違うので感じ方が違うかもしれ
ないが、私の心を熱く元気にしてくれた同作のよう
な１冊に、若い世代のみなさんにも出合って欲しい。

危
険
物
を
扱
う
な
ら

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

試
験
の
詳
細
は
、
試
験
案
内
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
試
験
の
種
類　

甲
種
、
乙
種
第

１
類
〜
第
６
類
、
丙
種

■
試
験
日　

６
月
11
日
㈰

■
願
書
受
付
期
間

○
書
面
申
請　

４
月
13
日
㈭
〜
20

　

日
㈭

○
電
子
申
請　

４
月
10
日
㈪
〜
17

　

日
㈪ 

■
試
験
地　

熊
本
市
、
八
代
市
、

天
草
市
、
玉
名
市

■
願
書
・
試
験
案
内
の
配
置
場
所

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

熊
本
県
支
部
、
熊
本
市
消
防
局
、

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部
、
県
総
務
部
市
町
村
・

税
務
局
消
防
保
安
課

※
３
月
22
日
㈬
以
降
に
配
置
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ　
（
一
財
）
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
☎

０
９
６
・
３
６
４
・
５
０
０
５

苦
し
み
や
孤
独
に
寄
り
添
う「
い
の

ち
の
電
話
」相
談
員
募
集
説
明
会

　

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
た

人
の
、
孤
独
や
苦
し
み
の
訴
え
に

耳
を
傾
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
い

の
ち
の
電
話
相
談
員
」
に
な
り
ま

せ
ん
か
？ 

説
明
会
を
開
き
ま
す
。

参
加
に
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す

が
、
当
日
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

　
「
い
の
ち
の
電
話
」
は
、
生
き
る

力
を
失
い
か
け
て
い
る
人
々
に「
電

話
」
を
通
し
て
対
話
す
る
こ
と
で
、

生
き
る
意
欲
を
見
い
だ
せ
る
よ
う

に
心
の
支
え
に
な
る
た
め
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

■
日
時　

３
月
10
日
㈮
〜
12
日
㈰

①
13
時
30
分
〜
、
②
15
時
〜

※
１
回
45
分
、
各
回
15
人

■
場
所　

熊
本
市
民
会
館

■
内
容　

い
の
ち
の
電
話
活
動
の

歴
史
と
現
在
、
熊
本
い
の
ち
の
電

話
に
つ
い
て
、
電
話
相
談
員
に
な

る
た
め
の
養
成
講
座
に
つ
い
て

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

熊
本
い
の

ち
の
電
話
事
務
局
☎
０
９
６
・
３
５

４
・
４
３
４
３
（
㈪
〜
㈮
、
10
時

〜
17
時
）

■家事は、すぐやる！／マキ
■野菜の病害虫ハンドブック／草間祐輔
■ＴＢＳ世界遺産ベスト１０１
■雪つもりし朝／植松三十里
■桜風堂ものがたり／村山早紀
■おいしそうなしろくま／柴田ケイコ

水俣市立図書館  ☎６３ー８４０１

■ 図書館内３月特設コーナー ■
「すてきな☆ハンドメイド」

春といってもまだまだ寒い！ そんなときは読書もい
いけど、ハンドメイドに挑戦♪ 和洋裁、編み物、小
物づくりなど、さまざまな本を集めています。世界
でたったひとつだけのもの、作ってみませんか？

近人気の本！最

  開館：火曜日～金曜日 ９時～19時 （土日祝日は17時まで）

みな図書　日本一の読書のまちづくり

　  みな図書川柳
　色々な　玩

も の
具より楽し　絵本読み

 　　詠
よ

み人
びと

  匿名希望 さん  （40歳・白浜町）

オススメ本
『青年は荒野をめざす』
（文春文庫）五木寛之 著

山本 有三 さん（袋小学校校長）
 好きな言葉 「 感謝 」

in 学び舎
やオススメオススメオススメ

みなまた環境
絵本『すずこ』

募  集

②
４
月
16
日
㈰　

14
時
30
分
〜

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w
.

jica.go.jp/volunteer/index.
htm

l

■
問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州

市
民
参
加
協
力
課
☎
０
９
３
・
６
７

１
・
６
３
１
１

税
の
プ
ロ
！ 

国
家
公
務
員

「
国
税
専
門
官
」採
用
試
験

■
試
験
日　

６
月
11
日
㈰

■
試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

■
受
験
資
格

○
昭
和
62
年
４
月
２
日
〜
平
成
８

　

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

○
平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
人
で
、
大
学
を
卒
業
し

　

た
か
、
平
成
30
年
３
月
ま
で
に

　

卒
業
す
る
見
込
み
の
人 

な
ど

■
申
し
込
み
方
法　

人
事
院
の
受

験
申
し
込
み
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
利
用
で
き
な
い

場
合
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w
.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.

htm■
申
込
受
付
期
間　

３
月
31
日
㈮

〜
４
月
12
日
㈬
（
受
信
有
効
）

■
問
い
合
わ
せ　

熊
本
国
税
局
人

事
第
二
課
試
験
研
修
係
☎
０
９
６
・

３
５
４
・
６
１
７
１（
内
線
６
０
４

６
）

【
有
料
広
告
】
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水
俣
の
春
、い
た
だ
き
ま
す
！

「
み
な
ま
た
春
御
膳
フ
ェ
ア
」

　

市
内
飲
食
店
と
湯
の
児
の
温
泉

旅
館
で
、
み
な
ま
た
の
春
の
食
材

を
使
っ
た
各
店
自
慢
の
料
理
を
味

わ
お
う
♪ 

事
前
に
予
約
が
必
要

で
す
。

　

市
内
の
飲
食
店
で
春
御
膳
を
注

文
し
た
人
に
は
、
湯
の
児
温
泉
・

湯
の
鶴
温
泉
の
入
浴
１
０
０
円
割

引
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
（
券
が
無

く
な
り
次
第
終
了
）

■
開
催
期
間　

３
月
１
日
㈬
〜
３

月
31
日
㈮

■
参
加
店
舗

○
湯
の
児
温
泉
（
旅
館
）

　

松
原
荘
、
湯
の
児
海
と
夕
や
け
、

　

昇
陽
館

○
市
内
飲
食
店

　

炉
端
焼
丸
八
、
味
処
池
田
屋
、

　

貝
汁
味
処
南
里
、
あ
ら
せ
、
福

　

田
農
場
ワ
イ
ナ
リ
ー
バ
レ
ン
シ

　

ア
館
・
セ
ビ
リ
ア
館

■
予
約
方
法　

２
人
以
上
で
、
２

日
前
ま
で
に
各
店
舗
に
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

■
料
金（
税
別
）

○
湯
の
児
温
泉　

３
５
０
０
円

○
市
内
飲
食
店　

２
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ　
（
一
社
）み
な
ま
た

観
光
物
産
協
会
☎
63
・
２
０
７
９

お
れ
ん
じ
鉄
道B

バ

ー

ス

デ

ー

IRTH
D
AY

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７

　

今
年
は
水
俣
駅
で
開
催
！ 

肥

薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の
秘
密
が
分
か

る
・
体
験
で
き
る
「
誕
生
祭
」
で
す
。

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
飲
食
ブ
ー

ス
の
出
店
も
あ
り
ま
す
よ
♪

○
お
れ
ん
じ
食
堂
体
験
乗
車

　

観
光
列
車「
お
れ
ん
じ
食
堂
」に

　

ワ
ン
コ
イ
ン
で
乗
れ
る
！ 

当
日

　

先
着
順
、
５
０
０
円
で
体
験
乗

　

車
（
ス
イ
ー
ツ
＆
コ
ー
ヒ
ー
付

　

き
）
で
き
ま
す
。

○
軌
道
モ
ー
タ
ー
カ
ー
走
行
実
演

見
学

○
レ
ー
ル
カ
ー
ト
体
験
乗
車

○
運
転
士
に
よ
る
鉄
道
教
室

○
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
販
売

　

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
オ
リ
ジ
ナ

　

ル
グ
ッ
ズ
や
、
鉄
道
関
連
備
品

　

を
販
売
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
12
日
㈰　

10
時
〜

15
時

■
場
所　

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
水

俣
駅
、
駅
前
広
場
ふ
れ
あ
い
館

■
問
い
合
わ
せ　

肥
薩
お
れ
ん
じ

鉄
道
営
業
部
☎
０
９
９
６
・
63
・

６
８
６
０

「
実
生
の
森
」
に
遊
び
に
き

ま
せ
ん
か
♪

　

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
の
「
実
生
の

森
」
は
、
環
境
の
再
生
を
願
っ
て

市
民
が
協
力
し
て
作
っ
て
き
た
森

で
す
。
水
俣
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

か
ら
植
物
の
種
子
を
集
め
て
植
樹

を
行
い
、
今
年
で
21
年
目
。
種
子

は
大
き
く
成
長
し
、
立
派
な
森
に

な
り
ま
し
た
。

　

実
生
の
森
の
木
の
葉
を
使
っ
て

世
界
に
一
つ
だ
け
の
「
マ
イ
し
お

り
」
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
参

加
者
に
は
豚
汁
な
ど
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

■
日
時　

３
月
19
日
㈰　

９
時
〜

12
時

■
場
所　

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
実
生

の
森
駐
車
場
（
集
合
）

※
小
雨
決
行

■
内
容

○
実
生
の
森
の
樹
木
観
察
会

○
実
生
の
森
の
葉
っ
ぱ
で
し
お
り

　

を
作
っ
て
み
よ
う　

な
ど

■
持
参
品　

帽
子
、軍
手
、マ
イ
箸
、

マ
イ
水
筒
、
汚
れ
て
も
い
い
服
装

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
環
境

課
☎
61
・
１
６
４
７

「
宝
く
じ
ふ
る
さ
と
ワ
ク
ワ
ク
劇
場
」

出
演
者
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
時
間
変
更

　
「
宝
く
じ
ふ
る
さ
と
ワ
ク
ワ
ク

劇
場in

み
な
ま
た
」
の
、
第
３
部

出
演
者
の
公
開
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

の
開
始
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
。
参
加
申
し
込
み
を
し
た
人
に

は
通
知
し
て
い
ま
す
。
観
覧
を
希

望
す
る
人
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
公
開
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

■
開
催
日　

３
月
４
日
㈯

■
時
間

○
変
更
前　

14
時
〜

○
変
更
後　

16
時
〜

■
場
所　

市
公
民
館
本
館
ホ
ー
ル

◆
宝
く
じ
ふ
る
さ
と
ワ
ク
ワ
ク

劇
場in

み
な
ま
た

　

前
売
券
も
好
評
発
売
中
で
す
！

詳
し
く
は
、
広
報
み
な
ま
た
１
月

合
併
号
34
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

■
日
時　

３
月
18
日
㈯　

開
場
13

時
30
分
、
開
演
14
時

■
場
所　

市
文
化
会
館

■
問
い
合
わ
せ　

市
生
涯
学
習
課

☎
61
・
１
６
３
９

県
環
境
セ
ン
タ
ー

３
月
の
イ
ベ
ン
ト
案
内
♪

★
春
の
こ
ど
も
ま
つ
り

　

リ
・
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
や
化
石
レ

プ
リ
カ
づ
く
り
、
竹
箸
づ
く
り
な

ど
、
大
人
気
の
体
験
活
動
が
大
集

合
。
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
、

環
境
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ん
で
も

ら
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
双
眼
鏡
や

環
境
に
優
し
い
エ
コ
グ
ッ
ズ
な
ど

が
当
た
る
、
空
く
じ
な
し
の
「
お

楽
し
み
抽
選
会
」
も
あ
り
ま
す
♪

■
日
時　

３
月
20
日
㈪
・
㈷　

10

時
〜
15
時
30
分

■
場
所　

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー

■
参
加
料　

無
料

★「
環
境
セ
ン
タ
ー 

春
の
野
の

花
」展

　

普
段
な
か
な
か
意
識
し
な
い
だ

け
で
、
春
に
な
る
と
身
近
な
場
所

に
さ
ま
ざ
ま
な
草
花
が
顔
を
出
し

ま
す
。
環
境
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
や

そ
の
周
辺
に
も
た
く
さ
ん
の
種
類

の
花
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
野
の

花
の
写
真
約
40
点
を
展
示
し
ま
す
。

■
期
間　

３
月
５
日
㈰
〜
４
月
23

日
㈰

■
場
所　

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー

★
共
通
事
項

■
問
い
合
わ
せ　

県
環
境
セ
ン
タ

ー
☎
62
・
２
０
０
０
（
原
則
、
月

曜
休
館
）

県
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

「
熊
本
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
７
」

　

高
齢
者
の
健
康
・
生
き
が
い
づ

く
り
の
場
で
す
。
日
程
や
場
所
な

ど
、
詳
し
く
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

確
認
す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
期
日　

４
月
15
日
㈯
〜
５
月
16

日
㈫

■
場
所　

熊
本
県
民
総
合
運
動
公

園　

他

■
競
技
種
目　

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

ペ
タ
ン
ク
、
ゴ
ル
フ
、
健
康
マ
ラ

ソ
ン
、
弓
道
、
剣
道
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
、
な
ぎ
な
た
、
太
極

拳
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ

ッ
カ
ー
、
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

■
参
加
資
格　

県
内
に
住
ん
で
い

る
、
平
成
30
年
４
月
１
日
時
点
で

60
歳
以
上
の
人

※
健
康
マ
ラ
ソ
ン
女
子
は
、
50
歳

代
の
オ
ー
プ
ン
参
加
も
で
き
ま
す
。

■
参
加
料　

個
人
競
技
１
人
千
円
、

団
体
競
技
は
種
目
に
よ
る

■
申
し
込
み
方
法　

パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
添
付
し
て
い
る
参
加
申
込
書

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
は
市
健
康
高
齢
課
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
。

■
申
込
締
切
日　

３
月
31
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ　
（
一
財
）
熊
本
さ

わ
や
か
長
寿
財
団
生
き
が
い
推
進

課
☎
０
９
６
・
３
５
４
・
３
０
８
３

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

３
月
の
イ
ベ
ン
ト
☆

　

参
加
に
は
事
前
に
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。
開
催
の
前
日
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

★
子
ど
も
食
堂
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

第
２
弾
！

　
「
広
が
れ
こ
ど
も
食
堂
の
輪
！ 

in

熊
本
」
の
水
俣
版
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
の
第
２
弾
で
す
。

　

親
子
で
も
、
子
ど
も
だ
け
で
の

参
加
も
大
歓
迎
！

■
日
時　

３
月
18
日
㈯　

11
時
〜

■
場
所　

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

水
俣
の
食
材
を
使
っ
た

パ
エ
リ
ア
づ
く
り

■
定
員　

15
人
程
度

■
参
加
料　

大
人
３
０
０
円
、
中

学
生
以
下
２
０
０
円
（
材
料
代
）

★
ア
ロ
マde

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ

ー
ジ
講
座

　

ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
使
っ
た
ハ
ン

ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
、
手
軽
に
癒
や

し
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
び
ま
せ
ん

か
？

■
日
時　

３
月
18
日
㈯　

15
時
〜

■
場
所　

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

15
人
程
度

■
持
参
品　

タ
オ
ル

■
参
加
料　

５
０
０
円（
材
料
代
）

★
月
の
満
ち
欠
け
に
よ
る
健

康
講
座

　

日
常
生
活
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

過
ご
す
た
め
の
健
康
法
に
つ
い
て
、

玄
米
赤
飯
を
食
べ
な
が
ら
学
び
ま

せ
ん
か
？

■
日
時　

３
月
23
日
㈭　

13
時
30

分
〜

■
場
所　

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

15
人
程
度

■
参
加
料　

３
０
０
円（
材
料
代
）

★
共
通
事
項

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎
84
・
９
９
０
９

（
開
館
11
時
〜
18
時
、
日
祝
休
館
）

催  し

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】
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第
23
回
水
俣
市
公
民
館
「
生

涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　

公
民
館
の
市
民
教
室
で
受
講

生
が
学
ん
だ
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

■
日
時

○
３
月
11
日
㈯　

９
時
30
分
〜
17

　

時
／
展
示
の
み

○
３
月
12
日
㈰　

９
時
30
分
〜
16

　

時
／
展
示
・
ス
テ
ー
ジ
・
軽
食

　

※
軽
食
は
10
時
〜
15
時

■
場
所　

市
公
民
館
本
館　
　
　

■
問
い
合
わ
せ　

市
公
民
館
☎
63
・

８
４
０
２

も
や
い
館「
ス
プ
リ
ン
グ
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　

も
や
い
館
で
開
講
し
て
い
る
教

室
の
作
品
展
示
会
で
す
。

■
期
間
・
時
間　

３
月
10
日
㈮
〜

12
日
㈰　

10
時
〜
17
時

■
場
所　

も
や
い
館
２
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー
、
ふ
れ
あ
い
広
場

■
内
容　

絵
画
展
、
陶
芸
展 

な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

も
や
い
館
☎
62
・

３
１
２
０

第
10
回「
コ
ス
モ
ス
会
」
絵

画
作
品
展

　

絵
画
グ
ル
ー
プ
「
コ
ス
モ
ス
会
」

会
員
の
作
品
展
で
す
。
エ
コ
パ
ー

ク
水
俣
バ
ラ
園
や
水
俣
近
郊
の
風

景
な
ど
を
描
い
た
油
彩
画
、
水
彩

画
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
無
料
で

観
覧
で
き
ま
す
。

■
日
時　

３
月
10
日
㈮
〜
12
日
㈰

10
時
〜
17
時

■
場
所　

も
や
い
館
２
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー

■
問
い
合
わ
せ　

宮
本
☎
63
・
１

７
９
２

渕
上
清
園「
卆
寿
書
展
」

　

水
俣
の
書
家
で
、
淵
上
毛
錢
の

研
究
に
も
取
り
組
む
渕
上
清
園
さ

ん
。
今
年
90
歳
の
「
卆
寿
」
を
迎

え
る
記
念
の
書
展
で
す
。
観
覧
は

無
料
で
す
。

■
日
時　

３
月
14
日
㈫
〜
20
日
㈪

９
時
〜
18
時

■
場
所　

エ
コ
ネ
ッ
ト
み
な
ま
た

（
ロ
ッ
キ
ー
水
俣
南
福
寺
店
横
）

■
問
い
合
わ
せ　

書
人
会
・
山
下

☎
63
・
８
１
８
１

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー「
大
切
な
子

供
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

■
日
時　

３
月
25
日
㈯　

10
時
〜

11
時
30
分

■
場
所　

八
幡
宮
参
集
殿

■
講
師　

萩
原
良
子
さ
ん
（
社
団

法
人
倫
理
研
究
所
）

■
対
象　

高
校
生
ま
で
の
子
育
て

中
の
人

■
参
加
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

上
田
☎
０
８
０
・

９
０
５
１
・
７
６
０
９

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
で

困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

あ
な
た
の
周
り
に
、
お
酒
に
飲

ま
れ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
い
う
病

気
は
、
本
人
の
周
り
の
人
た
ち
の

人
生
も
巻
き
込
み
ま
す
。
誤
解
や

深
い
恨
み
を
生
み
、
友
人
を
失
い
、

経
済
的
不
安
定
を
招
き
、
子
ど

も
た
ち
の
人
生
を
狂
わ
せ
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

で
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
困
っ
て

い
る
人
に
「
ア
ル
コ
ホ
ー
リ
ク
ス
・

ア
ノ
ニ
マ
ス
（
Ａ
Ａ
）」
と
い
う
共

同
体
と
解
決
策
が
あ
る
こ
と
を
知

っ
て
も
ら
う
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
き
ま
す
。
誰
で
も
無
料
で
参

加
で
き
ま
す
。

★
Ａ
Ａ
と
は
？

　

ア
ル
コ
ホ
ー
リ
ク
ス
・
ア
ノ
ニ

マ
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
で
始
ま
っ
た
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
患
者
同
士
に

よ
る
自
助
グ
ル
ー
プ
で
す
。
会
員

登
録
な
ど
は
な
く
、
個
人
情
報
を

明
か
す
こ
と
な
く
自
由
に
参
加
で

き
ま
す
。
経
験
を
共
有
し
て
依
存

症
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
日
時　

３
月
13
日
㈪　

13
時
〜

16
時

■
場
所　

水
俣
保
健
所

■
問
い
合
わ
せ　

Ａ
Ａ
九
州
沖
縄

セ
ン
ト
ラ
ル
オ
フ
ィ
ス
☎
０
９
９
・

２
４
８
・
０
０
５
７

ン
タ
ー
☎
０
１
２
０
・
７
０
０
・
０

１
２
／
つ
な
が
ら
な
い
と
き
は

☎
０
５
０
・
３
７
８
６
・
０
７
０
０

（
９
時
〜
22
時
受
け
付
け
）

広
報
み
な
ま
た
４
月
１
日
号

原
稿
締
切
日
は
３
月
15
日
㈬

　

お
知
ら
せ
記
事
掲
載
依
頼
は
、

市
役
所
仮
庁
舎
２
階
総
務
課
広
報

の
受
付
簿
に
記
入
し
、
原
稿
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
遠
方
に
住
ん

で
い
る
な
ど
、
受
け
付
け
が
困
難

な
場
合
に
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

原
稿
締
切
日
を
過
ぎ
る
と
掲
載
の

お
約
束
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
原
稿
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
が
あ
る

　

場
合
は
、
メ
ー
ル
で
送
る
か
、

　

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
や
紙
面
の
都
合
で
、
掲
載

　

で
き
な
い
場
合
や
、
記
事
を
割

　

愛
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
（
広

報
担
当
）
☎
61
・
１
６
５
５
／

FAX 

62
・
０
６
１
１
／
メ
ー
ル

kouhoum
inam

ata1@
gm
ail.com

kouhoum
inam

ata2@
gm
ail.com

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
停
電
作
業

救
急
外
来
を
一
時
休
止
し
ま
す

　

毎
年
実
施
し
て
い
る
電
気
設
備

の
精
密
点
検
の
た
め
、
市
立
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
の
停
電
作
業
を
行

い
ま
す
。

　

作
業
中
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
や

各
種
検
査
な
ど
が
で
き
な
い
た
め
、

救
急
外
来
を
休
止
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
12
日
㈰　

10
時
30

分
〜
17
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ　

市
立
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
☎
63
・
２
１
０
１

３
月
１
日
〜
７
日
は

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

★
ス
ロ
ー
ガ
ン

消
し
ま
し
ょ
う

そ
の
火
そ
の
時 

そ
の
場
所
で

★
住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の

ポ
イ
ン
ト「
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
」

◆
３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
を
し
な
い

○
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

　

か
ら
離
す

○
こ
ん
ろ
の
火
は
離
れ
る
と
き
に

　

は
消
す

◆
４
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、
住
宅

　

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

○
寝
具
や
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災

　

を
防
ぐ
た
め
、
防
炎
品
を
使
用

　

す
る

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

　

め
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設

　

置
す
る

○
高
齢
者
や
身
体
が
不
自
由
な
人

　

を
守
る
た
め
、
地
域
の
協
力
体

　

制
を
つ
く
る

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
芦
北
広
域

行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
☎
63
・

１
１
９
１

携
帯
電
話
の
電
波
が
変
わ
り
ま
す

テ
レ
ビ
の
映
像
が
乱
れ
た
ら

　

平
成
29
年
３
月
か
ら
市
内
の
一

部
の
地
域
で
、
携
帯
電
話
の
新
し

い
電
波
の
利
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
テ
レ
ビ
の
映
像
が
乱

れ
た
り
映
ら
な
く
な
る
な
ど
、
影

響
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
地
域
に

は
、
お
知
ら
せ
の
チ
ラ
シ
を
配
布

し
ま
す
。

　

電
波
に
よ
る
影
響
が
発
生
し
た

と
き
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
一
社
）
７
０
０
Ｍメ
ガ
ヘ
ル
ツ

Ｈ
ｚ
利
用
推

進
協
議
会
が
費
用
を
負
担
し
て
回

復
作
業
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ

テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ

　２月に台湾を訪問して、国立台北科技大学
（台北市）と交流に関する覚書を交わしました。
同大学は約100年の歴史を持ち、台湾の工業系
大学の最高学府といわれています。台湾の大学
とのこうした連携は、２年前の南栄科技大学に
続いて２校目です。今後、環境問題、公害問題、
まちづくりなどの研究を通して、学生や教授との
交流が深まることで、「国際都市水俣」へと道が
開ければと思っています。
　台南市では、「南栄科技大学異文化交流国
際学術研究会」に参加しました。私も「環境モデ
ル都市水俣市の挑戦」と題して講演し、環境ア
カデミアの古賀所長が同所の事業概要を説明
しました。環境に対する水俣市の施策、市民の
取り組みを台湾、中国、韓国の大学関係者にア
ピールする良い機会となり、出席者の関心も非
常に高いと感じました。
　台湾から戻ったその日に、石川さゆりさんのコ
ンサートを鑑賞させていただきました。先に開催
された「もやい音楽祭」でも、思いがこもった詩と
メロディに感動しましたが、今回のコンサートも、
主催した「石川さゆりコンサート等実行委員会」
や「若かった患者の会」の皆さんの頑張り、石川
さんの歌声と心のこもったトークに、心温まる素
晴らしい一日になりました。
　１月の終わりから、「もやい音楽祭」、「石川さ
ゆりコンサート」、「水俣・芦北和太鼓フェスティ
バル」など、音楽イベントで盛り上がりました。音
楽が持つ、心と心を繋ぐ力をあらためて感じ、今
後のまちづくりに生かしていきたいと思いました。

「
東とう

ほ
ん
せ
い
そ
う

奔
西
走
」は
、西
田
弘
志
市
長
の「
し
せ
い
」を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
、コ
ラ
ム
で
す
。　
「
東
奔
西
走
」と
は
、東
や
西
、あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
駆
け
回
る
こ
と
で
す
。

とうほんせいそう

水俣市長 西田 弘志
【♪】久木野しし鍋マラソン
残雪の中、皆さん快走でした！

東奔西走走 伝言板

ウメとハチ

【
有
料
広
告
】
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道路の中に絵を描いたよ！　南九州西回り自動車道現場見学会

　

２
月
18
日
、
南
九
州
西
回
り
自

動
車
道
工
事
現
場
見
学
会
が
大
迫

地
区
で
行
わ
れ
、
大
迫
地
区
の
住
人

ら
44
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
見
学
会
は
、
国
土
交
通
省

九
州
地
方
整
備
局
八
代
河
川
国
道

事
務
所
が
工
事
の
進し

ん
ち
ょ
く捗状

況
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
実
施
。
参
加
者
は
、

開
通
後
に
は
入
る
こ
と
が
で
き
な
い

橋き
ょ
う
り
ょ
う
梁
の
上
か
ら
自
分
た
ち
が
暮
ら

す
地
区
の
様
子
を
眺
め
ま
し
た
。

　

橋
げ
た
の
中
で
は
、「
お
絵
か
き

ス
ペ
ー
ス
」
が
設
け
ら
れ
、
参
加
者

は
イ
ラ
ス
ト
や
家
族
の
名
前
を
書

き
、
今
だ
け
見
ら
れ
る
作
品
を
写

真
に
収
め
て
い
ま
し
た
。

担当 竹 走って、食べて、取材して　第23回久木野しし鍋マラソン大会

1_ スタートから約１キロ地点を走
るランナーたち　2_スタート直前
に小雪が降り始めた。山には前
日に降った雪が残っていた　3～
6_ 沿道の応援　7_しし鍋と久木
野産の白ごはん

　

２
月
12
日
、
久
木
野
し
し
鍋
マ

ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会
は
、
第

23
回
久
木
野
し
し
鍋
マ
ラ
ソ
ン
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
大
会
は
久

木
野
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
愛
林
館

前
を
出
発
す
る
３
キ
ロ
、
５
キ
ロ
、

10
キ
ロ
で
４
７
９
人
が
健
脚
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

　

５
キ
ロ
に
挑
戦
し
た
取
材
担
当

の 

竹 

は
、
ス
タ
ー
ト
直
前
に
降
っ

た
雪
に
震
え
上
が
っ
て
ス
タ
ー
ト
。

長
い
登
り
坂
に
苦
戦
し
な
が
ら
、

沿
道
の
温
か
い
声
援
の
お
か
げ
で

無
事
に
完
走
し
ま
し
た
。

　

完
走
後
は
、
温
か
い
し
し
鍋
の

振
る
舞
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

快挙！ 久木野・寒川地区　ふるさとづくり大賞総務大臣賞＆県農業コンクールW受賞

　

久
木
野
・
寒
川
地
区
は
、
ふ
る
さ

と
づ
く
り
大
賞
総
務
大
臣
賞
と
熊

本
県
農
業
コ
ン
ク
ー
ル
「
食
と
農
部

門
」
優
良
賞
、
特
別
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

２
つ
の
賞
の
主
な
受
賞
理
由
は
、

寒
川
水
源
の
豊
か
な
水
を
利
用
し
、

50
年
以
上
そ
う
め
ん
流
し
で
地
元
食

材
を
提
供
し
続
け
て
い
る
こ
と
。
小

水
力
発
電
所
の
建
設
か
ら
運
営
ま
で

地
元
住
民
が
関
わ
る
集
落
維
持
活

動
が
、
他
の
地
域
で
参
考
に
な
る
取

り
組
み
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
水
力
発
電
は
、
昨
年
４
月
に
稼

働
を
始
め
、
寒
川
水
源
亭
で
使
用
す

る
電
力
を
賄
っ
て
い
ま
す
。　

今年も感動の作品が続々　第 10回もやい音楽祭

1_ 演奏に感極まって
涙を拭う加賀田さん
　2_ 宇土高校和太
鼓部のオープニング
演奏　3_グループに
よる演奏　4_ 司会
者の２人　5_ 水高
生のボランティア　

　

１
月
29
日
、
水
俣
病
の
被
害
を
受

け
た
人
や
障
が
い
が
あ
る
人
の
思
い

を
歌
に
し
て
披
露
す
る
「
も
や
い
音

楽
祭
」
を
、
も
や
い
音
楽
祭
実
行
委

員
会
が
市
文
化
会
館
で
開
催
し
ま
し

た
。
作
詩
の
部
に
47
作
品
、
作
曲
の

部
に
33
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
入
選

し
た
10
作
品
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

胎
児
性
水
俣
病
患
者
の
加
賀
田
清

子
さ
ん
は
、
心
配
を
か
け
た
母
親
が

早
く
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
気
に
か
け
、

も
う
少
し
親
孝
行
を
し
た
か
っ
た
気

持
ち
を
詩
に
託
し
ま
し
た
。
作
曲
者

の
山
下
貴
代
美
さ
ん
の
演
奏
に
加
賀

田
さ
ん
は
母
親
を
思
い
出
し
涙
ぐ
ん

で
い
ま
し
た
。

４

1

2

1

1
1_ 冨樫博之総務大臣政務官
から賞状を受け取る寒川忠行
さん　2_ 寒川水源からの送
水管　3_ 小水力発電所内の
装置　4_ 寒川地区・寒川忠
行さん　5_ 毎夏そうめん流
しでにぎわう寒川水源亭　

1_ 作品を前に記念撮
影　2_ 工事の様子を
伝えるパネルを見る
参加者　3_ 現在工事
中の南九州西回り自
動車道　4_ 工事の説
明を受ける参加者

3

4 5

1

2

3 4

5

2

3 4

5 6

7

2 3

4
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※
防
災
行
政
無
線
の
内
容
が
聞
き
取
れ
な
い
時
は
☎
６
２
・
６
２
２
２
へ
。
17
時
15
分
以
降
と
土
日
祝
日
の
市
役
所
へ
の
連
絡
・
通
報
は
☎
６
３
・
１
１
１
１
へ
。

広
報
み
な
ま
た
　
2017年（

平
成
29年

）３
月
１
日
号

♥
 編
集
・
発
行
　
水
俣
市
総
務
課
　
〒
867ー

8555　
熊
本
県
水
俣
市
陣
内
１
ー
１
ー
53　

☎
0966ー

61ー
1655　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.m

inam
ata.lg.jp/

★
印
刷
　
㈲
あ
す
な
ろ
印
刷

ひと

人が
い

行きかい、ぬくもりと
かつりょく

活力ある「
かんきょう

環境モデル
と   し

都市みなまた」

▼
２
月
、ウ
メ
が
咲
く
頃
か
ら
、仕
事
の
合
間
を

縫
っ
て
城
山
公
園
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。理
由
は
、

今
号
の
表
紙
に
な
っ
て
く
れ
た
、ウ
グ
イ
ス
。梅

の
花
と
相
性
が
い
い
と
先
輩
に
教
え
ら
れ
て
の

こ
と
で
す
▼「
表
紙
に
す
る
ぞ
」と
意
気
込
ん
で

い
た
の
に
、結
果
は
惨
敗
。手
ぶ
ら
だ
と
よ
く
見

る
気
が
す
る
鳥
な
の
に
、カ
メ
ラ
を
抱
え
て
行
け

ば
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
▼
そ
う
し
て
や
っ

と
出
会
え
た
の
は
、ウ
メ
で
は
な
く
、サ
ク
ラ
の

枝
の
上
。い
い
ん
で
す
！
満
足
し
て
い
ま
す
！
来

年
ま
で
に
腕
を
上
げ
て
、リ
ベ
ン
ジ
す
る
ぞ
！
福

人人人人人人人人人人人人人人人人人水俣ひと辞典がまだす

竹

▼
最
近
、新
聞
投
書
欄
に
水
俣
の
高
校
生
の
投

書
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。内
容
は
、進

学
・
就
職
に
向
け
て
一
年
間
を
過
ご
す
な
か
で
家

族
が
支
え
て
く
れ
た
感
謝
の
文
章
で
し
た
。親

世
代
の
私
と
し
て
は
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
▼
３
月
は
旅
立
ち
の
月
で
す
。初
め
て
家
族

か
ら
離
れ
て
暮
ら
す
人
た
ち
も
多
い
か
と
思
い

ま
す
。期
待
と
不
安
の
な
か
で
水
俣
か
ら
旅
立

つ
皆
さ
ん
、遠
く
か
ら「
ふ
る
さ
と
水
俣
」を
見
つ

め
、思
っ
て
く
だ
さ
い
。あ
ら
た
め
て
水
俣
の
良

さ
を
感
じ
ら
れ
る
と
き
が
来
る
と
思
い
ま
す

　
「
熊
本
県
手
話
サ
ー
ク
ル
わ
か
ぎ
水
俣
」は
、

約
30
年
前
市
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

て
い
た
20
歳
代
の
有
志
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

吉
田
さ
ん
も「
何
か
を
し
た
い
」と
同
会
の
メ

ン
バ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
会
で
手
話
を
学
び
始
め
た
吉
田
さ
ん
。

同
年
代
の
仲
間
が
多
く
、活
動
は
楽
し
か
っ

た
と
い
い
ま
す
。で
も
学
び
始
め
て
１
、２
年

目
は
、表
現
で
き
る
言
葉
の
数
が
少
な
く
、ろ

う
あ
者
に
な
か
な
か
通
じ
ま
せ
ん
。悔
し
く

て
辞
め
よ
う
と
思
い
悩
ん
だ
そ
う
で
す
。 

　

そ
れ
で
も
、自
ら
手
話
の
世
界
に
飛
び
込

ん
だ
吉
田
さ
ん
は「
こ
の
ま
ま
辞
め
て
し
ま

う
こ
と
は
、ろ
う
あ
者
に
対
し
て
失
礼
だ
」と

一
念
発
起
。手
話
通
訳
の
仲
間
た
ち
か
ら
、学

び
、育
て
て
も
ら
っ
て
乗
り
越
え
ま
し
た
。

　
「
自
分
が
オ
ロ
オ
ロ
し
て
い
た
ら
ろ
う
あ
者

が
不
安
が
る
。一
生
懸
命
手
話
を
し
よ
う
」

　

そ
れ
が
吉
田
さ
ん
の
信
念
で
す
。手
話
を

始
め
た
頃
、観
客
の
前
に
立
つ
と
い
つ
も
手
に

冷
や
汗
を
か
い
て
い
ま
し
た
が
、近
頃
は
な
く

な
り
ま
し
た
。

　

最
初
か
ら
う
ま
く
伝
わ
ら
な
い
の
は
当
た

り
前
だ
と
、吉
田
さ
ん
は
手
話
を
学
ぶ
人
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
送
り
ま
す
。「
覚
え
た
手
話
を

サ
ー
ク
ル
な
ど
で
使
っ
て
ほ
し
い
。相
手
に
通

じ
た
と
き
の
喜
び
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」　

　

今
、水
俣
で
手
話
を
す
る
人
た
ち
の
年
齢

層
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。ろ
う
あ
者
が
安
心

し
て
暮
ら
す
た
め
に
、手
話
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
。一
人
で
も
多
く
が
手
話
を
知
り
、

ろ
う
あ
者
と
社
会
の
架
け
橋
に
な
る
こ
と
を
、

吉
田
さ
ん
は
願
っ
て
い
ま
す
。
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「
が
ま
だ
す
水
俣
人
辞
典
」
は
、
水
俣
で
頑
張
る
人
を
紹
介
し
て
市
民
み
ん
な
で
応
援
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

吉田直美さん
（「熊本県手話サークルわかぎ水俣」会長）

手話にも方言があるんです！
ろうあ者に言葉を伝える

　講演会やイベントで必ず見かける手話。障
害者基本法で言語のひとつとして位置付け
られ、ろうあ者の社会参加の機会づくりに大
きく貢献しています。水俣を中心に手話活動
を行っている吉田さん。手話を通じて水俣の
障がい福祉を支えています。

毎週水曜日19時から、もやい館で例会を開いています。これまで
手話を学んできた人、手話に興味のある人は参加しませんか？

熊本県広報コンクールで
佳作（一枚写真の部）を受賞！

　

熊
本
日
日
新
聞
社
な
ど
が
主
催
す
る

「
熊
本
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
」で
、広
報
み

な
ま
た
平
成
28
年
８
月
合
併
号
の
表
紙
が
、

一
枚
写
真
部
門
の
佳
作
を
受
賞
し
ま
し
た
。

取
材
の
カ
メ
ラ
に
も
笑
顔
で
応
え
て
く
だ

さ
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。こ
れ

か
ら
も
、よ
り
読
み
や
す
く
親
し
ま
れ
る

広
報
紙
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
！ 沿道からの放水に肩をすくめた大き

な笑顔。思わずシャッターを切った、
偶然の１枚です。
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